
令和８年１月１６日  

 

 

ご寄附いただきました皆様 

 

 

琉球大学修学支援基金運営委員会委員長 

福治  友英 

 

 

令和６年度琉球大学修学支援基金に係る事業報告等について 

 

平素は、琉球大学の教育・学生支援活動に対して温かいご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。 

琉球大学修学支援基金は、地域社会の皆様及び本学の教職員からの寄附をもって学生の経済的

支援を行うために平成２８年９月に設置しました。 

皆様からのご支援により、昨年度も経済的理由により修学が困難な学生を支援することができ

ましたので、別紙のとおり報告いたします。 

今後とも、本学学生にご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

なお、ご寄附については下記の URLよりお手続きができますので、ご寄附いただける際は、寄

附目的「琉球大学修学支援基金への寄附」をお選びくださいますようよろしくお願いいたします。 

〇 琉球大学基金ウェブサイト 

https://payment.kikin.jim.u-ryukyu.ac.jp/u-ryukyu/entry.php 

（本件担当） 

琉球大学学生部学生支援課学生援護係  

TEL：098-895-8135 

Mail：gkgsien@acs.u-ryukyu.ac.jp 

https://payment.kikin.jim.u-ryukyu.ac.jp/u-ryukyu/entry.php
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令和７年１２月１５日 

琉球大学学生支援課作成 

 

令和６年度琉球大学修学支援基金事業報告等について 

 

 

１．令和６年度実施事業  
 

(1) 経済的理由による学資金支援事業 

学修意欲はあるが経済的に著しく困窮する学生への支援に資することを目的として、

１人につき５万円の学資金を支給した。 

募 集 期 間  令和６年１０月２１日 ～ 令和６年１１月２９日 

支給学生数  ３３名 

 

(2) 理科系学部学生に対する学資金支援事業 

学業優秀であるが経済的に著しく困窮する理学部、医学部、工学部及び農学部の学生

に対し、沖縄のために有為な人材に育っていただきたいという寄附者の意向に基づき、

１人につき２０万円の学資金を支給した。 

募 集 期 間  令和６年１１月２１日 ～ 令和７年１月１０日 

支給対象者  ５名 

 

 

２．寄附金の推移  
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３．学生からの声  
 

修学支援基金により支援を受けた学生から、寄附者の皆様へ感謝のメッセージや、今後の

学問に対する抱負をお預かりしていますので紹介させていただきます。 
 

＜国際地域創造学部＞ 

・この度は寄附いただき誠にありがとうございます。今後の学業や就業活動に活かしたい

と思います。（国際地域創造学科 ４年次 匿名希望） 
 

・琉大で学んだ貴重な経験を地域社会に貢献したいと思います。ありがとうございました。 

（国際地域創造学科 ４年次 匿名希望） 

 

＜地域共創研究科＞ 

・これはこれまでの努力が認められた証であり、今後さらなる精進への励みでもあります。

期待に応えられるよう、一層努力してまいります。（地域共創専攻 １年次 W.X） 

 

＜教育学研究科＞ 

・この度は、令和６年度 琉球大学修学支援基金 経済的理由による学資金支給事業の給付

対象者に選んでいただきありがとうございます。奨学金の修学支援基金を受けることで、

経済的な負担を軽減し、今以上に学業に専念できることを嬉しく思います。 

今後は、大学院での研究を通じて、自分自身の教育課題だと考える内容に関する視野や

知見を広げ、大学院卒業後には沖縄県の教育に貢献できるような専門知識と技能を身に

つけていけるよう学業に励みたいと考えております。 

支援事業に携わってくださったすべての皆様に、心から御礼を申し上げます。本当にあ

りがとうございました。（学校教育専攻 １年次 匿名希望） 

 

＜理学部＞ 

・この度は、私の学業継続のためのご支援していただき、誠にありがとうございます。皆 

様の支援のおかげで、より学業に専念できる環境を整えることができます。 

来年度から私は、コース配属や研究室配属が始まります。そのため、それに向けたより専

門的な知識の習得などが今後の目標となっています。 

今後も、皆様のご期待に応えられるように日々精進してきますので、今後ともよろしく

お願い致します。（物質地球科学科 ２年次 匿名希望） 
 

・この度は琉球大学修学支援基金への採用ありがとうございました。 

今回寄付していただいた支援金は大学院入試で必要な英語試験(TOEFL)の受験へ向けて

活用したいと考えています。これから大学院入試と卒論完成に向けてより努力して行き

ます。ありがとうございました。（海洋自然科学科 ３年次 匿名希望） 
 

・家庭のことや物価高騰が理由で経済的に厳しく、アルバイトの掛け持ちをしており勉学

や、自分のやりたいことが出来なかった中、この奨学金を受け取ることができ、非常に

助かりました。（海洋自然科学科 ３年次 匿名希望） 
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＜工学部＞ 

・母が病気になり、授業料納付も厳しいなかで学資金支援はものすごく助かります。大切

に有効活用させていただきます。誠にありがとうございます。（工学科 １年次 匿名希望） 
 

・今後も、学業を疎かにせずに、勉学により一層励んで行きたいと思います。 

（工学科 ３年次 匿名希望） 

 

＜理工学研究科（工学系）＞ 

・I am deeply grateful for your generous support, which has lightened my financial 

burden and allowed me to focus on my studies with greater peace of mind. As an 

international student balancing academics, work, and family, this scholarship 

is a significant help in achieving my goals. 

Your kindness not only supports my education but also inspires me to work harder 

and contribute to society in the future.  

I sincerely appreciate your generosity. Thank you again for your invaluable 

support.（情報工学専攻 １年次 匿名希望） 
 

・この度はご支援いただき、心より感謝申し上げます。学業と研究に励み、学生の模範と 

なれるよう努めてまいります。（工学専攻 １年次 R.I） 

 

＜医学部＞ 

・この度はご支援頂きありがとうございます。1日でも早く医師になれるよう努力し、社会

に貢献できる医師になります。本当にありがとうございました。（医学科 ２年次 S.I） 
 

・この度はご支援をいただき、ありがとうございます。皆さまのご支援のおかげで、学業に

専念することができ、大変感謝しております。私は、現在、琉球大学医学部で学んでお

り、将来は沖縄の医療に貢献できる医師を目指しています。いただいたご支援を無駄に

せず、知識と技術をしっかりと身につけていきたいです。（医学科 ２年次 匿名希望） 
 

・ご支援ありがとうございました。物価高騰の中で学業への専念の支えとなります。これ

からも頑張ります。（医学科 ５年次 匿名希望） 

 

＜法務研究科＞ 

・この度は琉球大学修学支援金の給付対象者として選んで頂き、大変感謝しております。 

琉球大学大学院の学生として勉学に励んできた成果が今回このような形でも認められた

ことが大変嬉しく感じております。本給付金を活用し、今後とも大学院を通し、多くを学

び、それを還元することが出来る人材となることを目標として勉学並びに学校生活に励

ませて頂きます。この度は本当にありがとうございます。（法務専攻 １年次 匿名希望） 
 

・この度は奨学生に選んでいただき、心より感謝申し上げます。ご支援のおかげで、学業 

に専念し、法曹としての理想に一歩近づく機会を得ることができました。これからも努

力を惜しまず、知識と人格を磨きながら成長していきます。 

いただいたご厚意に報いるためにも、精進を重ね、社会に貢献できる法律家を目指して

まいります。誠にありがとうございます。（法務専攻 １年次 匿名希望） 


